
１．高度情報通信社会の進展

総務省情報通信政策局の「通信利用動向調

査報告 世帯編」によると、世帯におけるパ

ソコン所有率が22.3％（平成8年度）から71.7

％（平成14年度）に増加した。また、インター

ネット世帯利用率が3.3％（平成８年度）から

81.4％（平成14年度）に急激に増加した。

学校においても情報化が進み、この10年ほ

どの間にコンピュータの導入、インターネッ

トへの接続が行われてきた。文部科学省の

「学校における情報教育の実態等に関する調

査結果」によると、平成16年３月31日現在で、

全国の小・中･高等学校等の99.8％がインター

ネットへの接続を完了している。

このようなコンピュータやインターネットの

普及により、ますます情報過多に拍車がかかっ

ている。

そのような中で、学校の学習場面において

は、「コンピュータを使えばどんなことでもで

きる」「インターネットで調べればどんな情報

でも手に入れることができる」といった、誤っ

た認識をしている子どもが多い。便利な機能

を多く備えたコンピュータや膨大な量の情報

に子どもたちが振り回されているのである。

また、各学校で作成している情報教育の指

導計画や授業研究会の学習指導案を見ると、

コンピュータの利用が前面に出ているものが

多い。「コンピュータがあるのだからともかく

使わなければ」と、多くの教員が頭を悩ませ

ているのである。

２．文部科学省のとらえる情報教育

文部科学省は平成14年に情報教育の手引き

として「情報教育の実践と学校の情報化」を
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高度情報通信社会の進展によって情報が氾濫している現代、子どもたちには情報活用能力が

求められている。情報活用能力を育成するためにはどのような教育をしていくことが大切なの

か、小学校学習指導要領をベースとして、小学校における情報教育のカリキュラム開発を行っ

てきた。



Ⅱ. 自由研究

示している。それによると、情報教育のねら

いは情報活用能力を育成することであり、情

報活用能力を構成する要素として、

①情報活用の実践力

②情報の科学的な理解

③情報社会に参画する態度

の３つを挙げている。そして小学校段階にお

いては、「情報」に関する教科等が設定されて

いないため、各教科等の具体的、体験的活動

の中で「情報活用の実践力」の育成を基本と

すると示している。そこで、「情報教育の実践

と学校の情報化」に記されている事項から、

各教科等において「情報活用の実践力」を育

成することにつながる学習活動を抽出・整理

したのが以下の内容である。

国 語

①必要な情報を収集し、適切に利用する学

習活動

②情報を取捨選択したり、その内容を要約

したりする学習活動

③目的や内容に応じて速読したり必要な部

分だけを読んだりする学習活動

④様々な情報を活用しながら、自分の考え

をまとめ、適切に表現したり、参考資料

を利用して調べたことに基づいて論理的

に説明したりする学習活動

⑤必要な資料を、情報通信ネットワークや

学校図書館などを利用して収集、活用す

る学習活動

⑥「話すこと・聞くこと」や「書くこと」、

「読むこと」の指導にＣＤやビデオテープ

教材等を活用する学習活動

⑦作文、記録や報告などの「書くこと」に

日本語ワードプロセッサやコンピュータ

等を活用する学習活動

⑧情報通信ネットワークを利用した対話、

討論、発表などの「話すこと・聞くこと」

の学習活動

社 会

①様々な資料を適切に収集・選択し、それ

らを目的に応じて活用する学習活動

②得られた情報をコンピュータ等を使って

分析、処理、グラフ化して、有効に活用

して、社会的事象について多面的・多角

的に考察し、公正に判断する学習活動

③経済等の情報を情報通信ネットワーク等

を活用してアクセスし、新しい情報を創

造する学習活動

④地図や統計などの資料から地理的事象や

地域的特色を読み取る学習活動

⑤他校と共同でそれぞれの地理的事象や地

域的特色などをホームページ等で表現す

る学習活動

算 数

①目的に応じて数を的確に表現したり、コ

ンピュータ等を使って統計的な事象の傾

向をとらえたりする学習活動

②目的に応じて資料を収集し、それをコン

ピュータ等を使って、表、グラフなどに

整理する学習活動

③事象などから関数関係を見いだしたり、

変化や対応の特徴を調べ、それをコンピュー

タ等を使って、適切に表現したりする学

習活動

④図形の性質をコンピュータ等を使って、

見いだす学習活動

理 科

①観察や実験で得たデータをコンピュータ

等を使って集計、処理、グラフ化し、そ

の結果から新たな規則性を見いだす学習

活動

②自然の事象や変化を量的にとらえ、コン

ピュータ等を使って、実験を計測・制御

する学習活動

③シミュレーションで事象の因果関係を考

察する学習活動

④自然の事物をコンピュータやインターネッ

トによって検索する学習活動
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⑤インターネットを活用して、自然や環境

に関する情報を交換する学習活動

生 活

①家族や友達、先生、地域の様々な人々と

適切に接する学習活動

②様々な手段を適切に使って情報を交わし

ながら直接的間接的に相互に交流する学

習活動

音 楽

①コンピュータ等による表現する力（演奏

など）を育てる学習活動

②コンピュータ等による創作する力（作曲、

編曲など）を育てる学習活動

③演奏によるコミュニケーション能力を育

てる学習活動

④コンピュータやインターネットを通して、

作品を聴くことに関心をもつようにする

学習活動

図画工作

①コンピュータによる表現能力（描画ソフ

トウェアやコンピュータグラフィックな

ど）を育てる学習活動

②多様な情報メディアを複合的に活用し、

独創的な表現を追究する学習活動

③造形コミュニケーション能力を育てる学

習活動

④コンピュータやインターネットを通して、

作品を鑑賞したり、理解を深め適切な批

評をしたりする学習活動

⑤映像メディア表現の仮想と現実とを理解

し、適切に分別する力や情報に関する倫

理観を身に付け、映像メディア表現を豊

かにする活動

家 庭

①情報社会における消費者として、コンピュー

タ等を使って正確な情報を収集し、処理

し、判断するなど、情報を活用する学習

活動

②家庭関係、生活設計、家庭経済などをシ

ミュレーションを使って考察するなど、

コンピュータ等を実習との関連に立って

活用する学習活動

③栄養診断、献立の改善、食品の組合せ、

調理の計画などにコンピュータを使って

考察するなど、コンピュータ等を活用す

る学習活動

④被服の構成やデザインの工夫、衣服の組

合せや配色、手芸品のデザインなどにコ

ンピュータ等を実習との関連に立って活

用する学習活動

⑤快適な住居空間を考える際に、シミュレー

ションの活用など、コンピュータ等を活

用する学習活動

特別活動

①学級活動や児童会活動、クラブ活動、学

校行事等において、情報通信ネットワー

クを活用した情報収集や情報発信など、

結果をまとめたり発表を行ったりする学

習活動

総合的な学習の時間

①教科の枠ではできなかった体験的な学習

②長期にわたった問題解決的な学習

③校外活動など学校の工夫による様々な学

習活動

以上から、各教科等によって「情報教育の

実践力」のとらえが異なるという点が明らか

となった。つまり、情報機器を活用すること

を通して「情報活用の実践力」を育成してい

くという考えと、「情報」を処理・活用するこ

とを通して「情報活用の実践力」を育成して

いくという「情報」を広くとらえた考えがあ

るということである。そこで本研究では、「情

報活用の実践力」と情報機器の活用の関係を

「情報機器＝情報を効果的に活用するための

道具」ととらえることとした。
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表１ 小学校指導要領の内容から抽出した「情報活用の実践力」

第３学年

集める① 集める② 整える① 整える② 表 す ① 表 す ②

◎課題を見付ける
【総合的な学習の時間 ねらい（1）】

◎情報を集める
【総合的な学習の時間の取扱い】

◎調べる【総合的な学習の時間の取扱い】
・資料を活用する 【3･4年 社会 内容（6）】
・調査する
【3･ 4年 社会 内容（1），（2），（3），（4），（5）】

・見学する
【3･ 4年 社会 内容（2），（3），（4），（5）】

・観察する 【3･4年 社会 内容（1）】
【3年 理科 Ａ生物とその環境 内容（1）】

【3年 理科 Ｃ地球と宇宙 内容（1）】
・実験する【3年 理科 Ｂ物質とエネルギー

内容（1），（2），（3）】
◇（差異点や共通点という視点から）比較しな

がら
【３年 理科 ねらい】

【３年 理科 Ａ生物とその環境 目標】
【３年 理科 Ｂ物質とエネルギー 目標】

【３年 理科 Ｃ地球と宇宙 目標】
・地域における社会的事象

【３・４年 社会 目標（3）】

◎調べる
・年表にまとめる 【3･ 4年 社会 内容（5）

】
・白地図にまとめる【3･ 4年 社会 内容（1），

（6）】
◎判断する 【総合的な学習の時間 ねらい（1）】
◎考 え る【3･ 4年 社会 内容（1），（2），（3），

（4），（5），（6）】
【３年 理科 Ａ生物とその環境 内容（1）】

【３年 理科Ｂ 物質とエネルギー
内容（1），（2），（3）】

【３年 理科 Ｃ地球と宇宙 内容（1）】
【総合的な学習の時間 ねらい（1）】

◎調べたことを表現する
【３・４年 社会 目標（3）】

◎ものづくりをする
【３年 理科 Ｂ 物質とエネル

ギー 目標】
◎まとめる

【総合的な学習の時間の取扱い】

◎報告や発表・討論する
【総合的な学習の時間の取扱い】

集める① 集める② 整える① 整える② 表 す ① 表 す ②
◎ものをつくった経験から発想する

【3･ 4年 図工 Ａ表現 内容（1）ア】
◎身近な生活の中から題材を選ぶ

【3･ 4年 体育 Ｅ表現運動 内容（1）】
◎（伝えたい事を）選ぶ（選択する）

【3･ 4年 国語 Ａ話すこと・聞くこと
内容（1）ア】

【3･ 4年 国語 Ｂ書くこと 内容（1）イ】
◎書く必要のある事柄を収集する

【3･ 4年 国語 Ｂ書くこと 内容（1）イ】
・調べた事など
【3･ 4年 国語 Ａ話すこと・聞くこと 目標（1）

】
【3･ 4年 国語 Ｂ書くこと 目標（2）】

◎読む
◇目的に応じて

【3･ 4年 国語 Ｃ読むこと 目標（3），内容（1）イ
】

◎楽譜を見る 【3･4年 音楽 Ａ表現 内容（1）】
◎（表を）よむ 【3年 算数 Ｄ数量関係 内容（1）】

◎読む
◇必要なところは細かい点に注意したりしながら

【3･ 4年 国語 Ｃ読むこと 内容（1）オ】
○内容の中心をとらえる

【3･4年 国語 Ｃ読むこと 目標（3）】
○段落相互の関係を考える

【3･ 4年 国語 Ｃ読むこと 目標（3），内
容（1）イ】

○場面の移り変わりや情景を，叙述を基に想像
する

【3･ 4年 国語 Ｃ読むこと 内容（1）ウ】
◎文章のよいところを見付ける

【3･ 4年 国語 Ｂ書くこと 内容（1）エ】

◎書こうとする事の中心を明確にする
【3･ 4年 国語 Ｂ書くこと 内容（1）エ】

◎筋道を立てる
【3･4年 国語 Ａ話すこと・聞くこと 目標（1）】

◎段落相互の関係などを工夫する（考える，注意する）
【3･4年 国語 Ｂ書くこと 目標（2），内容（1）ウ，エ】
◇自分の考えが分かるように

【3･4年 国語 Ａ話すこと・聞くこと 内容（1）ア】
◇自分の考えが明確になるように

【3･ 4年 国語 Ｂ書くこと 内容（1）エ】
◇相手や目的に応じ

【3･4年 国語 Ａ話すこと・聞くこと 目標（1）】
【3･ 4年 国語 Ｂ書くこと 目標（2），内容（1）ア】

◎（文章を）書く
【3･ 4年 国語 Ｂ書くこと 目標（2），内容

（1）ア，エ】
◎間違いなどを正す

【3･ 4年 国語 Ｂ書くこと 内容（1）オ】



◎互いの考えの相違点や共通点を考える
【3･ 4年 国語 Ａ話すこと・聞くこと 内

容（1）ウ】
◎まとめる・内容

【3･ 4年 国語 Ｃ読むこと 内容（1）オ】・
自分の考え

【3･ 4年 国語 Ｃ読むこと 内容（1）エ】・
自分の感想

【3･ 4年 国語 Ａ話すこと・聞くこと 内
容（1）イ】

○一人一人の感じ方について違いのあることに
気付く

【3･ 4年 国語 Ｃ読むこと 内容（1）エ】
◎資料を（整理して）表に表す

【３年 算数 Ｄ数量関係 目標，内容（1）】
・日時，場所などの簡単な観点から分類する

【３年 算数 Ｄ数量関係 内容（1）ア】
・整理して表にまとめる

【３年 算数 Ｄ数量関係 内容（1）ア】

◎聞く
◇話の中心に気を付けて

【3･ 4年 国語 Ａ話すこと・聞くこと 目
標（1），内容（1）イ】

○話し合う
【3･ 4年 国語 Ａ話すこと・聞くこと 内

容（1）ウ】

◎工夫する○みんなで話し合って考える
【3･ 4年 図工 Ａ表現 内容（1）ア】

◎書かれている内容の中心や場面の様子がよく分
かるように声に出して読む

【3･ 4年 国語 Ｃ読むこと 内容（1）カ】
◎話す

【3･ 4年 国語 Ａ話すこと･ 聞くこと目標（1）】
◇相手や目的に応じた適切な言葉遣いで

【3･ 4年 国語 Ａ話すこと・聞くこと 内容
（1）ア】

○話し合う
【3･4年 国語 Ａ話すこと･聞くこと 内容（1）ウ】

◎演奏する 【3･ 4年 音楽 Ａ表現 内容（1）】

◎見る，触れる
・作品 【3･ 4年 図工 Ｂ鑑賞 目標，内容（1）

】
・材料 【3･ 4年 図工 Ａ表現 目標，内容（1），

（1）イ】
・場所 【3･4年 図工 Ａ表現 内容（1），（1）

イ】
【3･ 4年 図工 Ｂ鑑賞 内容（1）ア】

【3･ 4年 図工 Ａ表現 目標，内容（1）
ア，イ】

◎（グラフを）よむ
【３年 算数 Ｄ数量関係 内容（1）】

○自分たちの作品のよさや面白さなどについて
いろいろな表し方や材料による感じの違いな
どが分かる

○想像する
【3･ 4年 図工 Ａ表現 内容（2）】

○（豊かな）発想（を）する

◎資料を（整理して）グラフに表す
【３年 算数 Ｄ数量関係 目標，内容（1）】

◎工夫する 【3･ 4年 体育 Ｅ表現運動 内容（3）】
【3･ 4年 図工 Ａ表現 目標】

○組み合わせる，切ってつなぐ，形を変えてつ
くる

【3･ 4年 図工 Ａ表現 内容（1）イ】
◇形や色，材料などを生かす

【3･ 4年 図工 Ａ表現 内容（2）ア】
◇表したいことに合わせる

【3･ 4年 図工 Ａ表現 内容（2）イ】
◇前学年までに経験した材料や用具，板材など

の特性を生かす
【3･ 4年 図工 Ａ表現 内容（2）イ】

◎表現する【3･ 4年 体育 Ｅ表現運動 内容（1）
】

・新しい形をつくる
【3･ 4年 図工 Ａ表現 内容（1）イ】

・絵や立体に表したり，つくりたいものをつくっ
たりする 【3･4年 図工 Ａ表現 内容（2）】

◇手や体全体を十分に働かせる
【3･ 4年 図工 Ａ表現 目標】

◇手を十分に働かせて水彩絵の具，小刀，使いや
すいのこぎりなどの用具を工夫して使い，絵や
立体に表したり，つくりたいものをつくったり
する 【3･ 4年 図工 Ａ表現 内容（2）イ】

◎音楽を聴く
【3･ 4年 音楽 Ａ表現 内容（1）】

○気を付ける
・主な旋律の反復や変化，副次的な旋律，音楽

を特徴付けている要素
【3･4年 音楽 Ｂ鑑賞 内容（1）イ】

・楽器の音色及び人の声の特徴
【3･4年 音楽 Ｂ鑑賞 内容（1）ウ】

○感じ取る・音楽の美しさ
【3･ 4年 音楽 Ｂ鑑賞 目標，内容（1）】

・（音楽の）よさ
【3･ 4年 音楽 Ｂ鑑賞 内容（1）】

・音楽を特徴付けている要素
【3･ 4年 音楽 Ａ表現 内容（2）】

・曲想（の変化）
【3･ 4年 音楽 Ａ表現 内容（2）】
【3･ 4年 音楽 Ｂ鑑賞 内容（1）ア】

・音や声の組合せ
【3･ 4年 音楽 Ｂ鑑賞 内容（1）ウ】

◎工夫する
【3･4年 音楽 Ａ表現 内容（2）】

◎音楽をつくる
【3･4年 音楽 Ａ表現 内容（4）】

◎演奏する
【3･4年 音楽 Ａ表現 内容（1）】

◎表現する
【3･ 4年 音楽 Ａ表現 内容（2），（4）】



Ⅱ. 自由研究

図１ 小学校学習指導要領と「情報活用

の実践力」の関係

Ａ Ｃ Ｂ

Ａ：小学校学習指導要領の内容
Ｂ：「情報活用の実践力」として想定さ

れる事項
Ｃ：小学校学習指導要領の内容の内、「情

報活用の実践力」として想定される
事項

３．小学校学習指導要領を基にした情報

教育のカリキュラム開発
前述のように、小学校段階においては各教

科等の学習を通して「情報活用の実践力」を

育成していくことになる。このことから、小

学校学習指導要領の内容に「情報活用の実践

力」が含まれているととらえ、両者の関係を

図１のように考えた。

小学校学習指導要領に示される内容（Ａ）

の内、「情報活用の実践力」として想定され

る事項（Ｂ）と合致する事項（Ｃ）を抽出し、

分類・整理したものが表１である。（紙面の

関係で、第３学年のみの記載とする。）

分類・整理にあたって、情報処理・活用は

「集める」「整える」「表す」のプロセスで行わ

れると考えた。さらにそれぞれのプロセスを

次のように位置づけた。

集める①：課題を設定する

情報を収集する

集める②：情報を理解する

整える①：情報を分析する

情報をもとに考える

整える②：情報をつくる

表 す①：情報を表現する

表 す②：情報を伝える

表１の分析から明らかになったのは次の点

である。

①国語・算数・音楽・図工・体育で育成する

「情報活用の実践力」は、情報を処理・活

用するための基礎的な力である。それらを

もとにして、社会・理科・総合的な学習の

時間において効果的に情報を処理・活用す

る。

②子どもの思考の流れは直線的に進むもので

はない。「集める」「整える」「表す」の３つ

のプロセスを行きつ戻りつしながら「情報」

の処理・活用が進められていくと考えられ

る。

４．情報教育カリキュラムの完成に向けて

表１に示したものは、情報教育カリキュラ

ムとしては、まだ完成されたものではない。

今後は、

①小学校学習指導要領に記されていない事項

（図１のＢ－Ｃの部分）

②「情報活用の実践力」を育成するための各

教科間、各単元間の関連

③効果的に「情報」を処理・活用するための

授業展開のあり方

を、授業実践を通して明らかにしていきたい。
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